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平成21年 1月 20日 

DOWA ホールディングス株式会社 
 
 

業績予想の修正及び配当予想の修正についての補足説明 
 

  当社（東京都千代田区外神田４丁目14番 1号、資本金364億円、社長：河野 正樹）は、最近の急激

な事業環境の悪化や為替の円高、金属価格の下落等により、平成20年 10月 14日に公表した平成21年

３月期 通期（平成20年４月１日～平成21年３月31日）の連結業績予想を下記のとおり修正します。 

 
記 

 

１．通期連結業績予想数値の修正（平成20年４月１日～平成21年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 400,000 22,000 22,000 12,000

今回修正（Ｂ） 345,000 △8,000 △10,000 △18,000

増減額（Ｂ－Ａ） △55,000 △30,000 △32,000 △30,000
増減率 △13.8％ － － －

(参考)前期実績 
（平成20年３月期） 475,826 44,319 44,888 24,520

 
弊社グループの経営成績につきましては、第２四半期以降自動車・ＩＴ向け需要の大幅な減少が続い

ており、各事業部門に広範な影響が及んでいます。また、為替の円高、金属価格の急落により製錬事業

の収支をさらに悪化させています。 

このような状況のなかで10月 14日に公表した通期の業績予想に対し、事業環境悪化による収支への

影響としては（資料①：経常利益 増減益要因－前回予想との比較 参照）、受注・売上高の減少による影

響額113億円、為替・金属価格の下落による影響額197億円など、合計320億円利益を押し下げる見込

みとなりました。また、株式市場の低迷により所有株式の評価損が86億円生じる見込みです。 

これらの結果、前回予想に比べ、営業利益は300億円減少し80億円の損失、経常利益は320億円減少

し100億円の損失、当期純利益は300億円減少し180億円の損失となる見込みとなりました。 

なお、売上高は550億円減収の3,450億円となる見込みです。 

 

前年度実績との比較では、資料②にお示ししたとおり経常利益が約550億円減少していますが、この

原因として為替・金属価格等の影響が385億円、環境悪化による受注減が211億円のほか、合計で約670

億円の悪化要因がありましたが、これに対して現場改革を中心に生産性向上・製品付加価値の向上、コ

スト削減などにより121億円の利益改善を実施しております。 

なお、為替・金属価格等の影響385億円の中には、今期の異常な為替・金属価格の急激かつ大幅な下

落により生じた一時的な払出原料の時価・簿価差＝売上原価高が約200億円含まれており、これを差引

いた実質経常利益は約100億円の黒字と考えております。 

 

セグメント別では、製錬部門では為替の円高・金属価格の大幅な下落及び新プロセス製錬設備の不調

により銅・亜鉛事業の収益が悪化し、また、レアメタル事業においてもインジウムの販売減、白金族の
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原料集荷量の減少により利益が減少する見込みです。前回予想との比較で、為替・金属価格相場変動に

より152億円、環境悪化による受注減により18億円、利益が減少する見込みとなり、売上高は250億円

減収の1,700億円、営業利益は前回予想の18億円に対し162億円減少し144億円の損失、経常利益は持

分法利益の減少などにより161億円の損失となる見込みです。 

環境・リサイクル部門では、土壌浄化事業の需要減退が続いているほか、リサイクル事業でも集荷量

の減少などにより利益が減少する見込みです。前回予想との比較で、売上高は90億円減収の730億円、

営業利益は18億円減益の52億円、経常利益は23億円減益の51億円となる見込みです。 

電子材料部門では、半導体事業の受注が予想以上に落ち込み、機能材事業でも銀粉、鉄粉などの販売

が落ち込む見込みです。前回予想との比較で、売上高は100億円減収の520億円、営業利益は13億円減

益の40億円、経常利益は14億円減益の39億円となる見込みです。 

金属加工部門では、自動車・電子部品・半導体向け需要の大幅な減少により、伸銅品、貴金属めっき

の利益が減少する見込みです。受注の減少に加え、銅価格の大幅な下落により払出原料の時価・簿価差

で40億円利益が減少する見込みとなり、前回予想との比較で、売上高は180億円減収の740億円、営業

利益は前回予想の25億円に対し72億円減少し47億円の損失、経常利益でも47億円の損失となる見込

みです。 

熱処理部門では、自動車業界の大幅な需要減退により熱処理加工の利益がさらに減少する見込みとな

り、前回予想との比較で、売上高は60億円減収の230億円、営業利益は28億円減益の19億円、経常利

益は18億円となる見込みです。 

 
 
＜セグメント別 損益＞ 
 
資料①  前回予想との比較  

                                                          単位：億円 
前回予想 今回修正       増       減 

 
売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益

製         錬 1,950 18 20 1,700 △144 △161 △250 △162 △181
環境・リサイクル 820 70 74 730 52 51 △90 △18 △23
電  子  材  料 620 53 53 520 40 39 △100 △13 △14
金  属  加  工 920 25 28 740 △47 △47 △180 △72 △75
熱    処    理 290 47 46 230 19 18 △60 △28 △28
消  去  ほ  か △600 7 △1 △470 0 0 130 △7 1
   合    計 4,000 220 220 3,450 △80 △100 △550 △300 △320
 
為替レート及び金属価格の前提 
 

 前年度 上期平均 前回予想 
下期見込 

第３四半期 
平均 

第４四半期 
見込 

為替（円／US$） 114.3 106.1 100.0 96.3 90.0
銅 LME（$／t） 7,584 8,061 6,000 3,904 3,200
亜鉛 LME（$／t） 2,986 1,942 1,600 1,185 1,200
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経常利益 増減益要因（前回予想との比較）  
                                                  単位：億円 

 製錬 環境 電子材料 金属加工 熱処理 その他と

も合計 

為替・金属価格相場変動による影響  △152 △5 △40  △197 

環境悪化による受注減 ほか △18 △18 △14 △35 △28 △113 

その他(償却費増、持分法損益ほか) △11  △11 

合    計 △181 △23 △14 △75 △28 △320 

 
 
 
資料②  前年度実績との比較 

                                                          単位：億円 
前年度実績 今回修正       増       減 

 
売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益

製         錬 2,722 225 236 1,700 △144 △161 △1,022 △369 △397
環境・リサイクル 845 80 79 730 52 51 △115 △28 △28
電  子  材  料 614 63 61 520 40 39 △94 △23 △22
金  属  加  工 917 30 26 740 △47 △47 △177 △77 △73
熱    処    理 288 36 35 230 19 18 △58 △17 △17
消  去  ほ  か △628 9 11 △470 0 0 158 △9 △11

   合    計 4,758 443 448 3,450 △80 △100 △1,308 △523 △548
 
経常利益 増減益要因（前年度実績との比較） 

                                                  単位：億円 

 製錬 環境 電子材料 金属加工 熱処理 その他と

も合計 
為替・金属価格相場の変動、買鉱条

件による影響   △333 △5 △47  △385 

環境悪化による受注減 ほか △70 △30 △35 △41 △35 △211 

その他(償却費増、持分法損益ほか) △46 △2 △2 △13 △2 △73 

小    計 △449 △37 △37 △101 △37 △669 

現場改革(生産性向上、コストダウン 
など)による増益 ほか 52 9 15 28 20 121 

合    計 △397 △28 △22 △73 △17 △548 
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２．事業環境の悪化に対する今後の対応について 

当社グループでは、事業環境の悪化に対し各事業で「現場改革」による生産性向上及び徹底し

たコスト削減、在庫削減に加え、人件費・修繕費など固定費の削減を実施しております。投資案

件についても全ての案件を見直ししたうえで、絶対必要な案件の絞込みを行っています。 

また、今後、変動費比率5％削減、販・管費を含む固定費10％削減を目標に、次期中期計画３

年間のコスト削減目標150億円を前倒しで実施し、足下の事業環境においてもそれぞれのセグメ

ントで一定の利益を確保できるよう、これまで以上に企業体質の強化に取り組んでまいります。 

 

なお、セグメント別では以下を重要課題とし、早期実現に向けて取り組んでまいります。 

 
製錬部門 
・ 亜鉛事業における徹底した合理化。 
・ 他社のできない金属リサイクル技術の開発。 
環境・リサイクル部門 
・ グローバル展開による環境ビジネスの拡大・発展。 
・ 足下の処理技術のブラッシュアップと更なる差別化。 
電子材料部門 
・ 窒化物半導体の事業基盤確立と太陽電池向けを中心とする導電性粉の開発・販売。 
・ 市場ニーズを捉えた商品をタイムリーに上市。 
金属加工部門 
・ 大幅な需要減に対応して、徹底的な工程見直しによる設備の集約、運転資金の圧縮。 
・ 基板事業の歩留アップによる早期戦力化。 
熱処理部門 
・ 徹底した生産性向上と歩留改善。 
・ 熱処理設備の環境対応性能アップと顧客の設備メンテ拡大。 

 
以上の課題に対し、ホールディングス及びサポート会社では施策実行力を向上させ体質改善を

図るため、設備エンジニアリング強化・人材適正配置・人材育成及び事務業務の生産性向上を図

ってまいります。 
 
 
３．配当について 

当社は、株主の皆様への配当を経営における最重要課題の一つと位置づけており、企業体質強化

と将来の事業展開に備えた内部留保の充実を勘案のうえ、業績に応じた配当を行うことを基本方針

としています。 

当期の連結業績につきましては前述のとおり、180 億円の当期純損失となる見込みとなり、誠に

遺憾ながら大幅な減配は避けられないと判断いたしております。ただし、この損失の中には金属価

格下落で発生した時価・簿価差や所有株式の評価損などの一時的な損失が含まれており、それらを

控除した当期の実質利益は約100億円程度と見込んでおります。 

また、上述のとおり事業環境悪化への対策を全社的に展開しており、来年度における景況の回復 

 を見込まずとも配当を継続できる体質に転換し、次期中期計画の実現に結びつける覚悟です。 

 

これらの状況を踏まえ、当期はこの実質利益100億円の内３割相当額を配当として還元すること

とし、株主の皆様への配当を当初の20円から10円減配の１株あたり10円とさせていただく予定で

す。 
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今後も厳しい事業環境が続くと予想されますが、全社一丸となって利益確保に努めてまいります

ので引続きご支援賜りますようお願いいたします。 
 
 

《連絡先》DOWA ホールディングス 経理・財務部門 03-6847-1150   成田、菅原 
〃            企画・広報部門 03-6847-1106   西村、黒木 

 
以  上 


